
政策コメンテーター報告（第１回、意見照会期間：2015年1月20日～1月30日）　伊原木 省五：株式会社天満屋代表取締役社長
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1

　'2015年１月中旬から下旬にかけ
ての経済状況について、関連する
業界、地域等の現状やご自身の知
見・経験等を踏まえ、3か月前(2014
年10月中旬から下旬)と比べて良く
なっているか、悪くなっているか選
んでいただき、その理由をデータや
具体的な事例とともに300字以内で
ご記入ください。その際、前年との
違い等お気づきの点があれば併せ
てご記入下さい。

２－１

「経済財政諮問会議における今後
の課題について」（平成26年12月27
日経済財政諮問会議　甘利経済財
政政策担当大臣提出資料）をご覧
いただき、特に強化・加速すべきと
お考えになる取組について具体的
なご意見がございましたら500字以
内でご記入ください。

２－２

　質問２－１でご提案いただいた取
組について、その背景となる具体的
な事例やモデルがあればご紹介く
ださい。

-

悪くなってい
る

-

質問事項

経済動向

　百貨店業界においては、昨年10月は大型台風の影響を受け大苦戦をした月であった。しかし、現在は大きな自然災
害の影響もない中でも増税前の業績まで回復していない。要因としては暖冬という天候不順に加え、テロや欧州・ロシ
アの金融不安、食品異物混入、原材料の高騰など国内外ともに社会的事件、事故や負の話題が多く、それが増税に
よる負担増に加わることにより消費者心理は抑制されている。特にインバウンド消費による恩恵の少ない地方百貨店
は昨年4月以降前、年同月実績を確保できておらず、出店を継続させている他業態との競合激化や前年は1月以降増
税前の駆け込み需要による特需もありさらに前年実績からは落ち込み幅が拡大している。

デフレ脱却・経済の好循環の継続に向けた取組




